
日本人青年女子の皮膚の色の測定と適応色

について

第一報　分光測定と視感測定との比較

木曽山かね子

1緒 言

　衣服の色と皮膚の色との調和は，日常生活に於て絶えず考える問題の一つであるが，其

の多くは心理的な観点から之を批判し，又経験から之を処理してしまうが，調和の良い二

色問にひそむ微妙なる関係を物理的考究を加えて少しく追求したいと考えた。

　日本人の皮膚の色が国際照明委員会のCIE方式によつて，分光反射率曲線や色度図に

表現すると，如何なる曲線を示すか，如何なる分布を示すかと云うことは，其の数理的な

意味と共に誠に興味あることであるが，一般学生を対象にして此の二色の調和の問題にふ

れたとき；視感に訴えるほうがより効果的であることは論を待たない。そこで数理と視感

による実際との場合にどの様な関係があるか，視感測定用の色票のReflectance値を求め

て其の刺戟値・三色係数を算出し，之を色度図上に表現し，其の色票に相当する被験者の

Re且ectance値より同様算出した三色係数を比較し，又色度図に之を描いて比較すること

は一層興味あることに考えられたので，数年来皮膚の色を水彩絵具により記録し，多くの

色を類別して60種程に及んだので，之を基礎に，皮膚面の光沢・織等も考慮に入れて，

工夫改変し比較実験に用いた。今回は自記光度計による分光反射率曲線は用いず，之は次

回にゆずることにして，Photovolt　Reflection　meterの測定値より刺戟値を求めCIE方

式による三色係数とYを求めて色度図に表現し，比較した。

　本測定器は東大沖中内科鎮目博士の御好意により拝借出来たので，測定時期はあまり適

切ではなかつたが，三名の測定協力者を得て，本学々生及び助手を被験者として測定した。

　両測定の関係及び視感測定の個人的傾向と一般的傾向を少しく知り得たので第一報とし

て御報告したいと思う。

2測定時期，測定材料及び測定法

　　A　測定時期
　1956年7月3日より同月25日迄の約三週間の問に行つた。本年は遅く迄低温の日が続

き曇や雨の日が多かつたので，日焼による変化はあまり認めなかつたが，両測定を出来る

だけ同時に行い，尚温度や湿度の一一覧表は紙面の都合で省いたが，室温25℃より28℃，

湿度45％より70％の問に於て行つた。
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　B　被　験　者

18才より23才迄の健康なる青年女子110名を測定し　　第→表被検者の年令別員数

100人を数計の対象とした。皮膚の状況は清潔なるを条件

とし，顔面は化粧をしない皮膚を測定した。皮膚色は年令

により変化するので，年令分布を第一表被験者年令別一覧

表に示した。

　C　測定部位
測定部位は，顔面，衿元，腕とし，顔面は其の代表的部位

である額とし，腕は前腕の内外，胸部は衿元に近い部分と

し，各部ともFilter三色と視感測定と都合四回測定を行う

ので次図の通り部分を定めた。

　　第一図　測定部位

　　a　口額中心　　　　　b　×胸上部中心　　　　c　O前腕外側

年令i人員数

18才
19才
20才
21才
22才
23才

20人
28人
30人
17人
8人
7人

計 110人

（／iC／t”””’一一”i．”X’N／L〈’“．t＞

d　●前腕内側

　　D　測　定　者

　・視感測定は四人の測定者が二十五人を分担測定した。

　・測定者の氏名は略し（：一・・）（二）（三）（四）とした。

　・測定者は（一）（二）は比較的此の種の経験を有し，（三）（四）は経験の浅い者とした。

　・機械の測定は扱い方に習熟すれば差異は生じないので交替で測定に当つた。

　　E　視感測定カード

　色票はペンテル絵具に白色ビニ・一ル塗料を混じ，塗布し，乾操後カゼイン溶液で艶出し

をする。

　ラシヤ紙緯10cm，径5cmの中心に1．7cmの穴をあけ，裏に半月に色票をはる。第二

図は其のカードである。

　　F　測　定　器

　測定器はPhotovolt　Refiection　meterを用いた構造及び有効範囲を示したのが第三図，

第四図である。測定器上面の解説は第六図の通りであり，測定に便であつたSearch　unit

の構造は第五図の様である。

　　G　照　度　計

　照度計は視感測定の際に常用した。

　　H　湿温度計
　湿度及温度の測定には普通用いられるFire　alarm　hygrometerを用いた、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一坦…一・P　　　　　　　　　．
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　　1　測　定　法

　イ　視感測定について

　散光光線下の測定を理想とし，直射光は避ける。大体北窓に向つて被験者のイスを配置

し，測定者は窓と被験者の問に窓を脊にしてイスにかける。被験者にほどよい光線があた

り，皮膚面の照度が約120Luxとなる様にし測色力e・・一ドは皮膚にかるく当てて測定した。

　ロ　R．meterによる分光測定について

　本測定器は照度の問題は考えなくてよいが，視感測定との問の温度と湿度の差のないこ

とが好もしいので，同時に行うか，等しい時をえらんで測定した。

　測定に当つての機械の調節の詳細は紙面の都合で省略するが，Search　unitをMunsell

のValue　2度の黒色カードに当ててgalvanometerを調節して0を出し，エナメル板の

上にSearch　unitを移して，　FilterのR75，　G　75．5，　B　73の数値に調節し，一部位三回

のFilter別の測定を行つた。本器はScarch　unitを皮膚面にかるく当てるとその読みが

とれるので，皮膚の測定には便利であつた。第ヒ図は測定状況を示したものである。

第七図　測定の図

　　　　　　　　　　　　　　3　測定結果及び成績

　　A　色票の分光測定結果

　視感測定に用いた約50枚の色票の内から延400人の測定に用いられた色票は32色であ

つたので，此の32色のR．meterの三色係数及びYと使用人員を表にまとめると次頁

の第二表の様になる。

　　B　皮膚の分光測定結果

　皮膚のR，meterの測定値より三刺戟値及び三色係数を算出し，（一）（二）（三）（四）の各

測定者別にまとめたが，紙面の都合で（一）及び（四）を第三表と第四表に示した。

　photovolt　R．　meterの三刺戟値の求め方は次の様である。
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第三表　分光測定値一覧第＝表　視感測定南色票の分光測定値一覧

測定者（一）脚騰ツ¢y｝色票記号

視
測
値
記
号

ツ¢y
人
員
輪

視
測
値
記
号

ツ

　
露　
y

人
員
恥

　
　
　L
K
A
L

0．232

0．212

0．28

0．251

む

A
K
L
V
・釧
L
釧
M
一
L
P
P
R
一
R
R
R
勝
一
P
P
Ω
P
R
V
理
M
一
κ
K
餅
H
τ
H
L
矧
一
L
理
L
K
τ
H
L
K
κ
L
P
K

0．266

0．237

0．274

0．214

0．219

0．3161

0．297

0．219

0．255

0．277

0．247

0．191

0．247

0．227

0．227

0．232

0．29

0．253

0．256

0．264

0．484

0．523

0．431

0．491

0．445

0．496

0．451

0．546

0．357

0．433

0．371

0．395

0．46

0．448

0．487

0．527

0．486

0．52

0．504

0．505

0．419

0．473

0．442

0．463

4
Q
4
0
δ
4

9
臼
－
Q
J
ウ
臼

　　●

　　014
　　X
　　口

26
Q0
Q9
Q
1
一
4
0
3
2
4
0
2
6

ハ
0
7
Q
り
F
O

9
臼
1
9
臼
－

15

16

17

4
ワ
・
2
2

9
一
1
2
9
94
4
0
1

n
δ
2
∩
δ
Q
U

18

19

0．256

0．223

0．296
0．25

0．2911

0．276

0．304

0．256

0．268

0．224

0．261

0．237

0．289

0．241

0．284

0．289

0．269

0．228

0．276

0．243

0．291

0．266

0．276

0．26

0．266
0．25

0．27

0．248

0．461

0．54

0．421

0．466

0．415

0．458

0．413

0．468

0．454
．0．553

0．457

0．496

0．44

0．502

0，422

0．44

0．463

0．503

0．453

α41

0。426

0．466

0．453

0．445

0．447

0．492

0．449

0．481

F
O
ρ
0
7
7
．

2
1
2
2

20

」
4
7
。
7
・
4

3
9
臼
Q
U
9
臼

2r

F
O
Q
ゾ
F
O
O

9
臼
1
2
2

22

0
ゾ
0
9
臼
0
ゾ

9
臼
9
臼
O
Q
9
臼

23

ハ
0
ρ
0
0
1

9
臼
1
3
9
御

24

4
7
0
7

3
2
3
2

25

28．12

21．60

29．40

23．44

●
○
×
口

平
均
値

即
U
Ω
Ω
一
畑
R
A
G
一
R
R
理
K
一
Ω
R
L
P
一
押
Ω
S
R
一
κ
L
S
S
一
L
R
K
K
K
B
K
κ
P
P
L
R
P
P
E
K
一
P
V
B
K
P
B
M
ぎ
Ω
B
R
K

0．28

0．264

0．255

0．244

0．275

0．227

0．26

0．263

0．239

0．242

0．192

0．246

O．255

0．229

0．268

0．249

O．275

0．255

0．262

0．227

0．463

0．504

0．483

0．498

7
8
0
D
O

2
1
2
9
臼

●
○
×
ロ

　
ー

0．271

0．259

0．282

0．246

0。2871

0．237

0．268

0．316

0，282

0．253

0．275

0．247

0．248

0．249

0．292

0．224

0．298

0，265

0．277

0。269

0。26

0．274

0．267

0．247

0．288

0。247

0．303

0．259

0．281

0．235

0．279

0．251

0．421

0．504

0．434

0．463

0．493

0．502

0．498

0．503

0．485

0．521

0．449

0．488

0．457

0．479

0．449

0．492

0．419

0．458

0．424

0．476

0．429

0．495

0．475

0．587

O．445

0．485

0．441

0．462

0．472

0．481

0．445

0．512

0．419

0．472

0．438

0．449

0．476

0．489

0．467

0．487

O．444

0．488

0，444

0．471

0．444

0．515

0．462

0．477

31
Q0
R0
Q5

Q2
P9
P9

Q
2
…
2
2
1
7
2
8
2
0
2
9
2
6
3
0
2
1
3
1
2
7
3
4
2
4
3
1
2
2
2
7
2
4
一
2
8
2
5
3
1
2
6

4
4
0
9
1
5
2
5

2
2
3
1
3
2
3
2

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3
2
6
3
8
2
4
6

2
2
2
2
2
2
3
2

11

12

Q
ソ
Q
V
8
4

9
臼
1
9
臼
9
臼

13

25

P0

Q
3
1
6
3
4
1
1
5
4
6
6
5
2
0
2
4
4
7
4
3
2
3
3
2
1
7
7
4
1
0
7
1
3
4
1
1

1
　
1
　
ー
ム

0．308

0．266

0．176

0．282

0．25

0．241

0．27

0．282

0．29

0．29

0．44

0．286

0．299

0．259

0．293

0．274

0．315

0．281

0．256

0．318

0．373

0．273’

0．269

0．287

0．461

0．253

0．259

0．305

0．323

0．278

0．284

0．34

0．375

謬
繊
㈱
跳
謝
㎜
麗
纏
瀦
麗
欄
㎜
織
欝
㈱
潔
灘
㎝

30

23

29

16

27．5

13

Q5

P2

S5

11．5

38

Q6

R1

R0

R1

R1

Q2

Q0

P9

S2

Q8

P0

P2

Q0

Q1

Q3

R7

S9

U0

R3

　
’
5

19

P7

む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
ド
　
　
ド
　
　

ア
　
　
ド
　
　
サ
　
　
　
　
　
　

A
B
C
D
E
F
G
H
I
G
J
K
L
M
N
O
P
Ω
R
S
T
U
V
W
A
B
C
D
E
F
H
K

　　　X＝0．8A十〇．18B

　　　Y＝G

　　　Z＝1．18B

　三刺戟の和Sを求めて次に三色係数を求

める。

　　　8＝X十Y十Z
　　　x＝X／8　　y＝y／s　　2＝z／s

　X，y，　Zの三刺戟値は何れも独立変数で

あるが，x，y及びzは次の数式により2個

の独立変数を含むことがわかる。

　　X十Y十Z＝1　　　Z＝1－（x－y）
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第四豪　分光測定値一覧
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　Grassmannの法則は表色に対して3個

の独立変数を要求する。其の一つの変数は

刺戟値の内のYとし，Yの値は比視感度

Vlλと全く同じであるのでYを明度と呼

ぶ。色感覚の属性は明るさと色度で現され

るから，Yと明るさカS対応すればX，　yと

色度とが対応する。

　此の三色記法によりColor　triangleに

表現する。此のCIE方式による色度図は

延400人各々について，色票を中心に測定

者毎にまとめると，No．1よりNo．6まで

計’30枚余の図表となつたが，紙面の都合

により其の一部をかかげた。第二表を色度

図に現すと第八図の如くである。

　　C　両測定の比較

　0色度図解説

　1．三色係数のyを径軸にxを緯軸に

　　とる。（以下は八図中矩形の四倍拡大

　　図である）。

　2．図中●はR．meterの三色係数をと

　　つた位置であり，◎は視感測定に用い

　　　　　　　第八図
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未曽山　　日本吉年女子の皮膚の色の測定と適志色についで

　た色票をR．meterにより測定し，其の

　三色係数を求めた位置。

3．図中1より100迄は人の性名の代りに

　数字で現したものである。・・

4．測定部位を示す記号は第一図の通りで

　あるが，○は前腕外測を，×は胸部上方

　中心を示し，ロは額中心であり，単なる

　数字のみのものは前腕内側である。

5．英字は色票の記号であり，其の◎の上

　にある数字は其の色票を用いて測定した

　被測定者を示す。

6．図中同数同記号を線で結び，間違い易

　い所在を明確にした。

　第九図と第十図は二測定の開きの多いも

のであり，第十一図と第十二図は中等度の

ものを示し，第十三図第十四図は此の両測

定の開きの少い例である。之等図表は何れ

も両測定の開きのばらつきがはげしいので，

測定者別に平均値の比較を行うと共に開き

の線の長さを分類する簡易尺を造り，延

400人の線の長さを分類すると第四表の様

になる。尚，両測定の平均値を比較した表

は五表の通りであり，第十五図の色度図の

第四表　両測定色度図上のひらきの比較

匠 分 　　測定者別
（一）1（二）｝（三）1（四）

近似している。

中等度である。

相当に離れている。

29％

48％

23％

22％

36％

42％

12％

35％

53％

24％

29％

47％

第五表　両測定平均値比較

測
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禾曽山　　日本青年女子の皮膚の色の測定と適応色につ熔ぞ

様である。

　之等色度図をみると，色票Cは皮膚

より紫に傾硲て視感測定し，色票Bと

Vは皮膚より黄赤に傾いていることが

わかり一般的傾向として分光測定は視

感測定よりくすんでいる事がわかる。

　0測定部位における各皮膚色の比較

　測定部毎に100人の皮膚色を色度図

にとり其の分布を見ると　（第十六図

より第十九図参照），其の外廊点は

575　mpaのあたりから620　mμのあた

り迄分布していることがわかる。胸や

腕の内側は黄緑系に青味が加わり，腕

の外側や額はそれより赤味が加わる。

　之等色度図の密集部を任意の正方型

で区切り，之を四倍拡大の図に表現し

たものが第二十図で，視感測定が一部

に固定されているのに，R．　meterの

ゾ

3」

30

幻

勿

・tS

第二十図
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係数は散在している。機械測定が微細なひらきをつかみ得ることはもとより必然のことで

あるが，之の図からもはつき9とよみとることができる。

　◎皮膚の色の明るさについて

　三刺戟値の内Yの数値は明るさを表現し，数の多いものが明るいことを知ることが出

来る。延400人のYを両測定毎に低いY10より高いY42迄を八区分し，平均値を求める

と第六表の様になる。第六表のYの平均値を径軸に人，数を章軸にとつてグラフに示すと

第二十一図と第二十二図の曲線が出来る。

　R．meterの測定によれば中等度の明るさの人が一番多く，高い明度の人も低い明度の

第六表

視　感　測　定

赫心胸上累中心・ ○ × 口

堰分平恥食平輪合平輪合平輪合平輪食平甜倉平恥合平蕩値合
10 10 1 ｝

11～15 14．5 8 14．5 2 12 ，8 13 2 13 4

16～20 20．4 4 18．8
　　’

S8 19．4 9 16．3 19 19 6 19 2 19 3 19 6

21～25 24．3 31 23．1 48 23．4 32 24．5 57 20．8 35 21．5 44 21．6 29 21．4 28

26～30 27．6 46 30．1 36 28．4 47 26．8 21 27．1 7 26 16 21 14 26．5 31

31～35 32 18 32 3 32．6 20 31 1 31 34 31 16 31 38 31 29

36～40 39 5 38．8 4 38 2 38 3 38 2

41～45 42 17 42 3 42 10 42 2
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人も共に少く，視感測定によ

れば此の高明度と低明度の人

がR．meter測定の場合より

何れも人数が多く，中等度の

明るさの人員は少ない。

　　D　各人の測定部位にお

　　　　ける皮膚色の関係

　R．meterの三色係数を被

測定者毎にまとめて表現する

と各人の測定部位における皮

膚の色の相異が明瞭となる。

　図中86は色のやや赤味の

ある白い皮膚で，日暁もなく，

どの部位の皮膚色とも差異が

少い。16の人は色の白い人

だが，部位による変化のはげ

しさがよくわかる。二十三図

は之等特色のある11人をえ

らんで図に現した。

・4　結 語
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　今回の研究により次のこと

が云われる。

（1）　私達iの測定したR．meter

の三色係数とYによつて，　　　　　　上第昌十一図　　下第二十＝図

都会地女子大学生の夏の皮膚の色の成績を得た。t

（2）視感測定については，ゆつくりと落ついて測色すれば相当正しくつかみうると思え

るが，視感測定は熟練の度合で変化することがわかる。

（3）色票は数多く揃えるのが理想だが，黄色人種といわれる私達の皮膚の色の種類のあ

まりに多いのにおどろきもしたし，更に色票を加えてゆかねぼならぬごとを痛感した。色

表の紙質や艶の効果も一層工夫をしてみたいと考えている。

　以上により今後もR．meterの測定によつて，女子青年層及び中年層の皮膚の色の分布

を把握し，衣服の調和色との関係を数理的にみてみたいと思う。

　此の測定算出された延400色の数値が色票製作の参考となれば幸いであり，又よい色票

が製作されて我々一般の人が徴妙なる皮膚の色の色票をたやすく手に入れることが出来て

色彩研究に一段と便利さの加わる日を願うものである。

　稿を終るに当り，御懇篤なる御教示を賜つた日大医学部三浦修教授，東芝マツダ研究所

第五課長東尭博士，東大沖中内科鎮目和夫博士，日大中島講師及び終始御指導御校閲賜つた
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　　　　　木曽山　　日本青年女子の皮膚の色の測定と適応色について

測定色票の一部　　　　　　　　　　　　第＝十竃図

色　票 色票記号

T
Y28

S

Y　42

P

Y22

L

Y31

W
Y20

A°

Y30

Ω

Y20

B°

Y23

K
Y26

R
y19

M
y30

B「

y23

響kO

Sj！　e　j“）’

員igttiViOt

寵外樹
nreBa四

東京家政大学宮下孝雄i教授並びに測定に御協力下さつ

た小野喜子，多田和子，赤池照子の三氏，被験者とし

御協力下さつた助手他学生各位に感謝の意を表します。

　　　　　　　　　　　1956・9・8　於東京家政大学

　　　　　　　　　　　文　　　献

1　金子丑之助　皮膚の色調をめぐつて　日本医科大学雑誌第
　　　　　　　20巻11号（1949）
2森　於菟　光電色沢計による日本人青年男女学生の皮膚
　　　　　　　色調と光沢調査　東邦医学会雑誌第10巻1号
　　　　　　　（1954）
3　藤田恒太郎　生体観察（皮膚の部）　東京南山堂（1950）
　　　　　　　　　　　　　金原出版4　北村　包彦　小皮膚科学
　　　　　　　　　　河出書房　　　　　発色5東6Arthorar　C．　Hardy．吉城肇蔚訳測色学常盤書房（1944）
7稲村　精雄　色彩論　岩波新書（1955）

8肚元郎他欝票の研究馳の調査鰍C°1°「M
9　　〃　　　　塩化ビニール肌色色票による顔色測定の実際
　　　　　　　について　〃No．2（1956）
10宮下　孝雄実用色彩学（測色の部）光生館
　　　　　　　　　　　　　　　光と色11　東　　　発　朝日カメラ講座

上部色票は使用数の多い色票に等しく作色し，東京配色研究所に於て調製す。
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